
入学者受け入れの方針（アドミッション・ポリシー） 

【１】求める学生像 

 先進健康科学研究科は、健康医療分野における新時代の産業需要に対応する技術革新と

医療・看護を含む臨床現場での先端技術の総合的応用に貢献できる，創造性・実践力に秀

でた研究者，技術者，医療人等の高度な人材を養成することを目的とします。本研究科に

おける各教育科目を修得するために必要な素質を元に，次のような学生を求めています。 

① 専門分野に関する基礎学力および基礎知識を持つ人

② 専門分野に関する課題発見・解決能力を養うために必要な思考力・創造力・判断力を

持つ人 

③ 研究者倫理や連携研究に対し積極的に取り組める人

④ 異分野にも関心があり，社会貢献や国際交流にも意欲的な人

【２】入学者選抜の基本方針 

先進健康科学研究科の教育・研究理念に基づき，教育目的・教育目標・教育方針に沿っ

た人材を育成するために，開放性，客観性，公平性を旨とした多様な入試方法と多面的な

評価方法により入学者を受け入れます。 

一般入試 

入学の機会を広く保障するために，大学院受験資格を有するすべての者を対象とした一

般入試を行います。本入試では，大学院で学ぶために必要な基礎学力及び専門分野の基礎

知識を有しているかを，TOEIC スコアと専門科目の筆記試験，または英文読解能力等を

問う筆記試験と小論文，成績証明書によって評価します。また，専門分野での学習及び研

究を遂行するための能力や資質を有しているかを，口頭試問によって評価します。さら

に，各コースに対する明確な志望動機や入学後の研究意欲等を有しているかを，面接試験

と在職中の者については志願理由書によって評価します。 

社会人特別入試 

大学院受験資格を有し，かつ官公庁，教育機関，病院，企業等の実務経験がある者を対

象とした社会人特別入試を行います。本大学院で学習するために必要な基礎学力及び専門

分野の専門的知識と明確な問題意識や研究課題を有しているかを，小論文，口頭試問，業

績報告書及び成績証明書によって評価します。また，各コースに対する明確な志望動機や

入学後の研究意欲等を，面接試験と志願理由書によって評価します。 

外国人留学生特別入試 

 外国人留学生に対する入学の機会を保障するために，外国人留学生特別入試を行いま

す。本入試では，大学院で学ぶために必要な基礎学力，専門分野の専門的知識及び研究遂

行能力等を有しているかを，口述試験と成績証明書によって評価します。また，各コース

に対する明確な志望動機や入学後の研究意欲等を，面接試験と志望理由書によって評価し

ます。 



先進健康科学研究科（修士課程）で学ぶために必要な能力や適性等とその評価方法 

観点 
入学後に必要な

能力や適性等 
評価方法 入試方法 対象コース 

知
識
・
理
解
・
思
考
・
判
断 

大学院で学ぶ
ために必要な
汎用的な基礎
学力及び専門
的な知識 

専門科目の筆記試験と TOEIC 等のスコア
によって，専門分野で学ぶために必要な
基礎学力及び基礎知識を評価します。 

一般入試 
生体医工学コース

健康機能分子科学コース

英文読解能力等を問う筆記試験と小論文に
よって，基礎学力及び専門分野の基礎知識
を評価します。 

一般入試 
医科学コース 

総合看護科学コース 小論文と口頭試問によって，基礎学力及び
専門分野の専門的知識を評価します。 

社会人特別入試 

成績証明書によって，最終出身学校での学
業成績，学習態度を評価します。 

一般入試 
社会人特別入試
推薦入試 

全コース 

外国人留学生
特別入試 

生体医工学コース

健康機能分子科学コース

推薦書によって，在学中の成績順位や現在
の評価，将来性等を参考にします。 

推薦入試 全コース 

専門分野に関
する課題発
見・解決能力
を養うために
必要な思考
力・創造力・
判断力 

口頭試問によって，専門分野での学習及び
研究を遂行するための能力や資質を評価し
ます。 

一般入試 
社会人特別入試 
推薦入試 

全コース 

外国人留学生
特別入試 

生体医工学コース

健康機能分子科学コース

業績報告書によって，これまでの研究実績
及び研究内容を評価します。 

社会人特別入試 全コース 

興
味
・
関
心
・
態
度
・
意
欲 

研究者倫理，
連携研究等へ
の関心・積極
性，ならびに
社会貢献や国
際交流への意
欲 

面接試験と志願理由書によって，志望専攻で
学ぶ動機，意欲，積極性等を評価します。※ 

一般入試 
社会人特別入試 

全コース 

外国人留学生 
特別入試 

生体医工学コース

健康機能分子科学コース

面接試験と推薦書によって，志望コースで学
ぶ動機，意欲，積極性等を評価します。※ 

推薦入試 全コース 

※学力・能力のみならず意欲・適性等を重視した総合評価により選抜を行います。

それぞれの入試において，志望の動機，学習意欲，積極性，協調性やコミュニケーション能力等につい

て対話・口述を通して評価し，将来研究者あるいは専門職者になるために十分な適性を備えているかを判

断するための面接試験を行っています。特に，面接試験は，総合判定の重要な資料とするとともに，評価

が低い場合は不合格とすることがあります。 



各コース 入学者受け入れの方針（アドミッション・ポリシー） 

■ 生体医工学コース

高齢化社会が進展する中, 人にやさしい社会の構築が社会的課題となっています｡ この

要請にこたえるために，既存の工学技術を境界領域の医工学へ展開することで課題解決の

図れる人材を育成します。そのために，以下に示すような学生を求めています。

① 工学あるいは自然科学に関する基礎知識を持つ人

② 医工学の高度な専門知識を活かして，人にやさしい社会の構築に貢献できる技術者を

目指す人

③ 医工学の技術交流により国際的に活躍することを目指す人

■ 健康機能分子科学コース

 理学・農学・医学に跨がる融合領域の高度な専門技術と知識，ならびに地域や社会に貢献

するための課題解決力や実践力を有し，健康機能分子科学に関連する新時代の技術革新を

担える高度な人材を養成します。なお、本コースは、「理学系」、「農学系」、「医科学系」の

３つの教育系から構成されます。本コースでは、以下に示すような学生を求めています。 

① 理学・農学・医学に跨がる幅広い健康科学に関する基礎知識を持つ人

② 健康機能分子科学の高度な専門知識を修得し,食品や医療分野における応用研究を目指

す人

③ 健康機能分子科学の高度な専門知識を活かして,健康長寿社会の構築に貢献できる人

④ 健康科学の技術交流を推進し、国際的に活躍することを目指す人

■ 医科学コース

医学部医学科以外の理系・文系 4 年制大学出身の多様なバックグラウンドを持つ学生を

受け入れ，医学の基礎及びその応用法を体系的・集中的に修得させることにより，医学，生

命科学，ヒューマンケアなどの包括医療の諸分野において活躍する多彩な専門家を育成し

ます。そのために，以下に示すような学生を求めています。

① 医学・医療の分野で，高度専門職業人として社会に貢献したいと考える人

② 本修士課程と医学系研究科博士課程とを合わせて研究者を志す人

③ 学習と研鑽を努力・持続するための忍耐強さを持つ人

④ 本コースの教育課程で学ぶのに必要な学力・能力を備えた人

■ 総合看護科学コース

高度の専門性を有する看護職者にふさわしい広い視野に立った豊かな学識と優れた技能

を有し，国内及び国際的に看護学の教育，研究，実践の各分野で指導的役割を果たし，看護

学の構築に寄与できる人材を育成します。そのために，以下に示すような学生を求めていま

す。

① 看護学の分野で，研究者，教育者あるいは専門職業人として社会に貢献したいと考える

人

② 看護学領域の大学卒業者又は看護職者として十分な経験や実績を持つ人

③ 学習と研鑽を持続するために忍耐強く努力することができる人

④ 本コースでの教育プログラムを学ぶための必要な学力・能力を備えた人




